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三 陸沖 北部 日 本 海溝 に て， デ４ － プ・ トウに より ， 最 大 水 深6,6(X)ｍ ま で の 海 域

で深 榔曳 航調 査 を 行 っ た。日冰 海 溝 淘 靤斜 面に は， 主 に 淘溝軸 に￥ 行 な 地 溝・地 塁

が多 く存 在 し， そ こに多 数 の海 底 の 亀 裂が認 められ た 。今 回 の翻査 で4ま。地 塁 の上

郤 の平 坦面 に15 本， 急 膓 の テう ス上 の平 坦面 に １冰 。 急崖 その ものに １ 本 の叶17 本

の亀裂 が確 認 さ れ た。 亀裂 の主 な 伸 張方 向 はNNE-SSW ～NE-SW とＮ-S 及 びＮＮ

Ｗ･ＳＳＥ～Ｎ Ｗ-ＳＥ であ る。 ま た， 海底 から突 き出 し て いる膊 い脈 狄 の 岩石 も観 察 さ

れ たが， その 伸 張方向 はN20' Ｗ～N30 °Ｗ であ り た。 こ れ らは， それ ぞれ 太 平 洋 プ

レ ート の沈 み 込 む方向 に 直交 す る 方向( ＮＮＥ-ＳＳＷ) 。祠 査海 峨 の 海溝 軸 の方向(Ｎ-

S) ，ｍａｇｎｅtic lineatｉｏｎに 直交 す る 方向(N20 °Ｗ) に ほぽ 笏 し い 。 本 報 告 で は ，

こ れら の亀 裂 を， その成 因か ら 以 下 の３種類 に 分 類 する ことを 提 案 す る。1) 海 洋プ

レ ート の沈 み 込 みに よる 表層 の引 張応力 場 で。 こ れに 直接由 来 す る 弱線 上に 形成 さ

れ た亀裂 ，2) 海洋 ヅ･レ ートの 沈 み込 みに よ る スト レ スで過去 に プ レ ー トや堆 積物 に

刻 ま れ た弱 線 が再 稼 働し て表 屬 に 伝わり 生 じ た亀 裂. 3 付 近 で上 記 の ２ 種 類

め亀 裂よ り 変 化 し た( もしく は そ れら の亀裂 の も とにな る弱 楾 が 稼 働し て生 じ た)

海 底地 滑 り の顧 とし ての亀 裂 であ る 。 このよ う な亀 裂は， 沈 み 込 みか け たプ レ ート

のご く表 層 部4こ，お そらく 普 遍的 に存 在 する も の と考 え ら れる 。

6,000m を 超 す水 深に もかか わ ら ず， 地形 的 に 平坦 な淘 底 では多 く の 生 物 が 認 め

ら れ た。 こ れら の生 物lj ， ナマ コ。 とト デ， ウ ミ ユ リ。 ウ ミ シダ， ウ＝等 の棘 皮 箭

物を は 匕め， ヤ ギ， カ４ メ ン，･1 ソ ギ ンチ 。ク ，巻 き貝， ヱピ ， ウ ミグ モ， 魚 顛 な

ど であ る 。 こ のよ うな生 物 の多 様 性は ，本 海 湧 域 のｌ つ の特 徴 といえ るか も知 れ な

い 。
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Deep  8cw survey was  carried out in the northern Japan  Trench off Miyakc

using the "JAMSTEC/Deep  Tow'  system. Seventeen cracks were observed
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on  the  oeeanward  slope, of  which  topography  is characterized  by  many

horsts  and  grabens  mostly  running  parallel to  the  trench  axis  Fifteen

cracks,  out  of seventeen  are  located on  the  horsts. one  is located  on  the

terrace  of the escarpment  and  the other  one  is on  the  escarpment.  These

cracks  trend  mostly  NNE-SSW  to  NE-SW,  N-S  or  NNW-SSW  to  NW-SE.

These  are almost  parallel to the trench axis of the northern  Japan  Trench

(N-S),  almost  perpendicular  to  the  subducting  direction  of  the  Pacific

plate(WNW)or  the magnetic  lineation of the survey area(N7tfE)  respectively.

In  this  report,  we  suggest  that  such  cracks  could  be  divied  into  the

following  three types depending  on the origin and  the  growth  process. 1)

Cracks  developed  by  weak  lines which  are made  under  the extension  field

due  to the bending  of dew  ongoing slab 2)Cracks  developed  by  weak  lines,

which  are the reactivation  of  ancient  weak  lines stamped  in the plate  or

sediment.  3) Cracks  as a head  of submarine  landslides which  are developed

by  above  two  types  of  cracks  or weak  lines. It might  be  said  that  such

cracks  are common  onthe  sea floor of the subducting  plate in this area.

In  spite of the great depth, abundant  organisms  arc seen on  the flat sea

floor. They  are mainlyholothurian.ophiuroid.crinoid.asteroidean.echinoid,

gorgonian,  poriferan,  actinian.  gastropod,  crustacean,  pyenogonid  and

pisces.

１　は じめに

1992 年８月26 日から９月10 日に かけて，宮古沖

と相馬沖日本海溝において調査船｢ か いよう｣ に

よ る深海 曳航 調査(DK92･6-NHK) を行 った。 調

査 の目的は(IX3,000m 級 デ４－プ・ トウの性能試

験をかねた海泌域の変助地形調査,  (2)自己記録型

長期観測ステ ージｊ ンの性能確認試験，13鴎 底地

震計による海溝域の自然地震観測I. (4)インマルサッ

トＣを利用 したデータの受 信実験，である。調査

に参加した乗船者を表 川こ示す。

6,000m 級 ディープ ・ト ウによ る海底 祠査は宮

古沖日本海溝の陸側斜面で１回，海{11躙■で ３回，

深海平坦面で １回の計 ５回 行われた。 調査の集中

した沌側斜面の地形は， 海溝軸に平行もしくは雁

行する地淌 ・地 塁の祖 み合 せで特 徼づ けられ る

(Ｋｏｂａyａshj et al， 1991 ； 餡田 ほか，1992) 。 こ

れらは，太平 洋プレ ート の東北日本弧への沈み込

みに関連 して形成されたと考えられ， 鳥弧 一海溝

系に関する大きな研究対象の 】つである。 一方，

｢ しんかい6500｣ の潜航調査の結果， こ れら の地

溝・地塁に平行 もしくは雁行する小亀裂が日 本海

Ｓ

溝海側斜ｉ に存在することｶ稠月らかになり，地溝・

地塁との関係，ひいてはプレート運動との関係で

注目を集めている（堀田ほか，1992 ）。 海側斜ｉ

の曳航調査ではこれらの小亀裂の分布や成因など

を明らかにすることを目的とした。

本報告ではまず調査全体の概要を述べ，続いて

ディープ・トウによる曳航調査の結果を記した後，

洵側創面の小亀裂にっいて若干の考察を加える。

２　詢査の概要

1992年から91年にかけて，6,000m 級ディープ・

トウ・カメラシステムを開発した。これは，全長

8,0【】Omの光・電気複合ケーブル， ウ４ンチ（ト

ラクション及びストックドラム），３台のカラー

ビデオカメラなどからなる曳航体を基本構成とし

ている。ディープ・トウによる調査は,「しんかい

6500」が潜航調査を行った三陸沖日本海溝で東西

測線の海底の観察が行われ，最大深度6,607m ま

での目視観察を行った。

日本自転車振興協会補助金で裂作した「自己記

録型長期観測ステーション」を大船渡沖の水深約
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2,500m の海域に設置して， 半日間の観測を行っ

た。海底地震計は，本調査に先立って，1992年７月

に梅溝海側創面に５台( 東大理学部より倦用)，

その後，７月18日に宮古沖の海醐莇側斜面で発生

した地震域に８台( 東北大学)，合計13台の海底

地震計が設置された。本調査期間内にこれらの位

置のキやリフレーションと回収を行い，11台を回

収したが， ２台は応答がなく回収されなかった。

海溝域のプレート変形過裡のモニタリングを目的

として，｢ フィ ー衛星型長期観測ステ ーショ ン｣

による観測を計画しているが。得られた観測デー

タは海面に浮上させた小型ブイからイｙマルサッ

トＣ衛扁罧由で睦上に伝送する予定である。今回

は，海面に浮遊させた小型プイにより，インマル

サットＣのデータ受信実験を行い，動揺中でも良

好な受 信結果が得られた。また，調査期悶中の夜

間は，シーピームによる地形祠査を行った。

３　曳航調査の結果

川 カメラ測I8DT-3  (図 １）

日　 時:1991 年８月31日

調査海域：北緯39度27分，東経144度31分付近

鰐査時間:13 時42分から16時07分

水　 深：鈞6.匐Om から6,600m

日本海溝海側斜面の総合調査，特に亀裂(小地

溝)や急崖の詳細な調査を行った。

ディープ・トウのＣＴＤ深度とSSBL 音響測位装

置による航跡に基づいた地形断面を図 ２に示す。

観察は，海II屬 面で発逮する地溝・地塁の組み合

せのうち，地塁部の平坦地と地塁・地溝間の急傾

斜地にかけて行われた。調査海域の底質はほとん

どが泥で，時折直径5 ～30cm の転石がまとまっ

て観察された。

亀裂は急傾斜地で杜認められなかウたが，効愿

邨の平坦圸において８本観察された( 写真 １)。

各々の亀裂は幅１～３ｍ，深さｌｍ以下心傲ｍで，

亀裂の両側に段差は観察されない。亀裂の方向は

多少まとまりに欠けるものの, N40*  W～Ｎ闃'Ｗ

とN25 °11ヽ N15 °Ｅが卓越する。亀裂の谷底には崩

土が見られるが，埋積は余り進んでいないことが

多い。14時51分に観察されたダラーベン状の亀裂

では，谷底の崩土の上にビール瓶がみられた。こ

のほかにも。海底には希に付近の亀裂と同方向の

｢ くぼみ｣ が潔められた。

表 ａ　蜃 舳 研究 者の所 属 及 び氏 名

Table l Lis Ｉ ｃ１ ０ｎ board scientists.

咄 氏名のあとの川 内は乗船期間を示す。それ以外の参加者は。８月26日 ～ ９月10日 までの16

日間乗船した。
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図l　j 弱1 年 から1992 年に かけ て 宮古 沖 日本 海 溝に て行わ れ たデ ４－プ・ ト ウの 曳航 跼 査 （ 太 線 ）

と「 し ん か い650｛｝」 の 附 航 調 査 （ 屋 印 ） の 位 置 図 。 海 底 地 形 図 はLe Pichon ａｎｄ

Kobayashi el a!. （19117） とKobayashi el al. （1991 ）に よ る。

ＦｉｇＪ ｌｎ●ｅｓtiga匈da ｒeaofthe 爽JAMSTEC/Deap t ｏｗ ｓyｓtｅｍ ’ （lhick lines ）ａｎｄ the

’Shinka1 6510 驛（ａｓleriｓks ）in lhe Japan Trench ｏｌｆ Miyakc in 1991 and 1992.

Bathymetry is compiled from Le  Pichon ａｎｄ Kobayashi 叭al. （1987 ）ａｎｄ

Ko ｂａｙａｓhi et a1.（199 ））｡
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急傾斜地に存在する急崖は，比高數cm ～数ｍ

単位の階段上の小崖の積み重なりよりなり，そこ

では灰色の岩石(泥岩 ？)が露出している。 階段

は最大26段を数えるものまで存在し，露頸の一部

では成層構造が観察される場合もある。

ディープ・トウの巻き上げ開始直前に，堆積物

に被われた急傾斜地にて，ドレッジを行った( 図

２)。船上に引 き上げる過程で泥は洗われてしまっ

たため，採集物は泥岩・砂岩・軽石等の円環やク

モヒトデ等の生物のみであった。礫の多くはマン

ガン酸化物に被われていた。

斜面上部の平坦地では生勧が多く生ｇしていた。

生物はナマコ，ヒトデ，ウミュり。ウミシダ，ウ

二等の棘皮動物をはじめ，ヤギ，カイメン。イソ

ギンチャク， 巻き貝，エピ，魚類等が駸察された。

Proc. JAMSTEC Symp. Deep Sea Res. (IS93)

図 ２　 調 査 濔 線 Ｄ Ｔ－３ の 観 察 記 録 。 デ ィ ー プ ・ ト ウ の ＣＴＤ 深 度 と航 跡 に 蕃 づ く 堆 形 断 面 上 に 記 し た 。

デ ４－ プ ・ ト ウ の進 行 方 向 はS70 °Ｗ

Ｆｉｇ.2 Cross ｓectｉｏｎ ｏｆ the survey track Ｄ？ －3. Descriptions ａｒ● put on the bathyxnetric

profile based ｏｎ tｈｅ ＣＴＤ ｄａtａ ａｎｄ the tｒａｃｋ of the ･･JAMSTEC/Deep tow ｓyｓtｅｍ ’，

which ｗａｓ lowed toward S70 °Ｗ.

｛21 カメラ測線ＤＴ－４（図 １）

日　 時:1992 年９月１日

調査海域：北緯39度21分,東経144度36分付近

調査時間:13 時32分から15時34分

水　 深:6,220m から6,250m

日本海濆海側斜面の総合調査，特に亀裂（小地

溝）や急癧の詳細な調査を行った。

これまでの「しんかい6500」等による日本梅溝

海側斜面の調査は，海溝軸に直交する測線で行わ

れているか，本調査では急崖の走向方向に沿って

移動することにより，急崖の側方変化や周辺の海

底面などを詳しく調査した（図 ３）。

調査は水深6,200m から6,250mlこ存在する急崖

を縫うような=］－ スで行われた。急崖は大局的に

は階段状に西落ちの櫺造を示しており。各愈盜の
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間には泥に覆われた緩傾斜地が存在する。緩傾斜

圸では比較的多くの生物が観察された。

水深約6,230 inの緩頤斜地と水深約6,240m の急

傾斜地(13時45分～15時00分)において，海底から

突き出している薄い(数ｃｍ～数10cm) 脈状の岩石

群が認められた(写裏２と３)。これらの伸張方向

はN20*  W～N30*  W で傾斜は急( おそらく701以

上)である。急傾斜地の崖の方向 もこれにほぽ等

しい。

14時18分～14時35分の間に急塵が認められた。

急崖は各々数十cm ～数ｍの鋸の刃状の段差から

なっているo 鋸の各々の刃は比較的急傾斜を持つ

と思われ，急崖の下部に向かって順に各々の頂邸

が低い位殴にある(図 ３)。この事実は急崖にお

ける正|斫陥性の滑り面の存在を示唆する。急崖の

∂2

図 ３　 調査測 楾 ＤＴ－４の観 察 記録 。 ディ ープ ・ ｝ウの ＣＴＤ 深度 と航 跡 に基 づ く地 形断 面 上 に記 し た 。

ディープ ・ ト ウの進行 方 向 はS20 °W

Fig. 3 Cross section ｏrthe s ｕｒｖｅy track DT-4. Descriptions are p ｕt ｏｎｌth● bathｙｍ ●tｒic

profile based on th ● CTD data ａｎｄ ｌｈｅ trade ｏｎ ｈｅ ･JAMSTEC/Deep low syst ｌｍ ”，

which was (owed t ｏｗａｒd S20 °Ｗ.

方向はディープ・トウの船首方向とほぽ等しく

N5"E ～N15' Ｅである。

曳航の終了間際(15 時24 分) に，腕のような器

官をもち平泳ぎを行う生物が観測された(写真４)。

これは節足動勧門のウミグモの仲間であることが

確認された。このほかにも棘皮動物をはじめ， ヤ

ギ，カイメン，イソギンチ ャク，巻き貝，エピ，

魚類等多くの生物が観察された。

ディープ・トウの終了直前にドレッジを行った

(図３)。採集地点の底質は礫混じりの泥で，泥，

円礫や小型の底生生物が得られた。

C31 カメラ測線ＤＴ－5(図 １)

日　 時:1992 年９月４日

調査海域：北緯39度28分，東経144度33分～40 分

付近

Proc. JAMSTEC  Symp.  Deep Sea Res. （1993）



図 ４　調 査測 線 ＤＴ－５の観 察 記録 。 デ４－ プ ・ トウの ＣＤＴ 深 度 と航 跡に 基づ く 地形 断面上 に 記 し た 。

ディープ ・ ト ウの進 行方 向 はS15 °Ｗ からN14 °Ｗ

Fig.  4 Cross section ｏｆ the survey t ｒａｃｋ DT-5 Descriptions ａｒｌ put on the bathymeiric

profile bas ｅｄ on ｌｈ８ CTD ｄａtａ and Ihe track ｏr the IIJAMSTEC ／De 邨10 ｗ system",

ｗbich ｗａｓ10wed t() ｗａｒd S15 °Ｗ 匈N14 °Ｗ.

調査時間：９時11分から15時耐分

水　 深:5,960m から6,390m

日本海榊海側創面の総合調査，特に亀裂( 小地

溝)や急崖の詳細な調査，及び成因 の検討を行っ

た。

カメラ測締ＤＴ－3では。既に水深約6,300m ～

6,600m の斜ｉ で表層観察を行うことに成功して

いる。従ってこの調査では，その斜而より東側に

接して存在する１つの地溝と２つの地塁の観察を

行った(図 ０ ．

亀裂は。地塁と斜面及び斜面のテラス部におい

て９本認められ，N35 °Ｅ～N55‘E;NI{r Ｅ～N25*E
≫

Ｎ５°ｗ～N20 °ｗの卓越する伜長方向を持つ。各々

の亀裂は１～３ｍの幅を持ち，時には数ｍの深さ

を示す。まれに両側の壁で段差が観察される亀裂
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も存在する。亀裂の壁面にはテフラと思われる弯

い白色の鍵鼈が観察される場合もある( 写真５)。

谷底には崩土が見られるものの堆積が進んでいな

い亀裂や，ほとんど堆積物により埋まっている亀

裂も見られた。海溝耡に近い側の地塁と斜面の境

界付近には，幅４～ ５圃の板状の突起岩体力1存在

する。その伸長方向はN32'Ｅで。付近の亀裂の方

向にほぽ等しい。

海底の底質は泥及び礫混じりの泥が主流を占め

るか，斜面のテラスでは海底面に多くの礫が観察

される場合もある(写真６)。斜面に存在する露頭

は，数cm ～数ｍ単位で階段状の崖を形成してお

り，おそらく泥岩と眉われる灰色の岩石よりなる。

ディープ ・ト ウのＣＴＤ深度と航跡から描かれ

た地形断・( 図 ４)では. 6,180～6,X80m 問 の斜面

a3



で比較的大型のテラスが認められる。テラスは平

坦面の幅が約500m で，西側に若干傾斜（約2’）

している。テラス付近の底質は礫混じりの泥であ

る場合が多 く転石も多い。

平坦地では生勧が多く認められた。生物はナマ

コ，ヒトデ，ウミシダ，ウミユリ，ウ＝一等の棘皮

助物をはじめ，ヤギ，カイメン，イソギンチャク，

ヱピ，ウミグモ，魚類等が観察された。

ディープ・トウの巻き上げ開始直前に２回にわ

たってドレッジを行った（図４）。 ドレッ ジポイ

冫｡卜は地塁の上蓚平坦面で，カメラ映像から双方

と も底質は泥と認められた。採集物には泥，円～

亜円蓚や雇４生物がみられた。轢はマンガン酸化

勃に植われている場合が多く，付近の霰蔔に由来

すると考えられる泥岩・シルト岩・砂岩に加え。

由来の不明な硬賢の岩石も多く認められた。鐃下

での観察より。これらは安11亅岩・花良岩・角閃岩・

マイロナイト・ホルンフｘルスなど多彩な岩石か

らなることが分かった。詳しい検討は今後の課題

である。これらは氷床や氷山により陸地から運ば

れたものと思われる。生物はヒトデと二枚貝及び

巻き貝が採取された。

地溝の西端郎（海溝軸側）にはビニ ール袋等の

比爾の低いゴミが多く認められ，特に急斜面との

境界部でゴミの凛瑣が認められた。一方。海側斜

面で最も代表的な亀観である「マネキン谷」にお

いてもビニール袋などの軽いゴミは谷の西端部

（海溝軸倪||）に集中している。調査地域付近 の深

海底層流は北西から北北西方向の流れが卓越する

可能性が高い（堀内ほか，1993 ）。 おそらくこの

ような西向き成分を持つ卓越流によりビニール袋

などの軽いゴミが谷や西端部にトラップされたの

であろう。

（4） カメラ測線ＤＴ－6（図５）

日　 時:1992 年９月６日

調査海域：北絢39度02分，東経142度51分付近

調査時間:15 時43分～16時01分

水　 深：約1,400m

日本海柵腔側創面に分布する，広大な平坦地の

底賢と生物の調査を行った。

日本海柵腔側斜面は，斜面と平坦面が組み合わ

さり，階段状に梅溝軸に向かって水深が増してい

る・ 調査海域の海底は深海平坦面の一部である。

洳

図 ５　 曳 航襴 査 詢』II&DT― 6 とＤＴ －7 の位 置 図

Ｆｉｇ.５ Ｌｏｃａtｉｏｎｓ of survey  tracks  DT-  6 and

DT-7｡

底 質 は 泥 で ， 多 く の 晦 癨 生 物( 棘 皮 動 物 や 剌 胞 動

物 な ど) が 認 め ら れ た 。 中 で も白 色 で 螺 旋 状 の 形

態 を 示 す 生 物( ヤ ギ 類) は 生 物 群 集 の 主 流 を な し ，

非 常 に 多 く 観 察 さ れ た( 写 真 ７) 。 こ の 生 物 は ，

方 向 性 の あ る 綿 の よ う な 体 毛 を 持 ち ， 身 体 の 両 端

な い し北 側 の 端 部 が 底 質 に 埋 ま っ て い る 。 ま た 身

体 の 伸 張 方『句は ほ ぽ 統 一 的( 南 北 方 向) で あ る 。

こ の 方 向 性 は 調 査 地 点 の 水 流 に 関 連 す る も の と 思

わ れ る 。

デ ４ － プ ・ ト ウ の 終 了 直 前 に ド レ ッ ジ を 行 っ た

結 果 ， 泥 や 礫4 こ加 え 多 く の 生 物 が 採 柴 さ れ た 。 群

集 の 主 流 を な す ヤ ギ 類 は 採 集 さ れ な か っ た が 。 ヒ

ト デ や ウ ニ 及 び 刺 胞 勁 物 な ど か み ら れ た 。

{51　 カ メ ラ 測 線JDT ― 7  (図 ５)

日　 時:1992 年 ９ 月 ８ 日

調 査 海 域 ：北 緯39 度23 分 東 経143 度42 分 付 近

調 査 時 問 」1 時16 分 ～16 時d6 分

水　 蓆 ：約3,200m ～3,280m

1992 年 ７ 月18 日 ， 三 陸 は る か 沖 地 震 に よ る 表 層

堆 積 物 及 び 地 形 の 変 化 と ， 陸 側 斜 面 の 生 物 の 観 察

を 行 っ た 。
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1992年７月18日三陸はるか沖地震（震源：北緯

39度21分,東経143度42分）は,調査船「 よこすか」

の三陸航海中に発生し，震源域において地震前と

地震後の微細地形が同時に測量された世界でもま

れな大規模（M6.9 ）海底地震となった。 これらの

貴重なデータをより補強するためにも，ディープ･

トウによる震源域の表層地質及び地形の変化の観

察は重要視されていた。当初，調査は震央付近の

平坦地より，水深3,600m ～4,800m にわたる急崖

に至る測線が予定された。しかし，光電気複合ケー

ブルのキングにより，4,500m の同 紬ケーブルが

使用され，曳航体の水深が制約された。このため，

急崖の調査は事実上不可能になり，震央部を含む

平坦地の調査のみが行われた。調査の結果，海底

表面には地震に関連するような変化は特に観察さ

れなかった。

調査地点 の底質は主に泥で，多 くの底生生物

（棘皮動物や剌胞動物など）が認められた。小型

で（ ２～ ３ｃｍ程度？）身体に毛 を持 ち体を捻りな

がら移動する生物が多く認められた。これらは今

回の測線において生物群集の主流をなし，海底確

認時から巻き上げ開始時に至るまで観察され続け

た。海底には「くいあるき跡」や「はいあるき跡」

などの生痕が多く認められた。

４　海側斜面の●膓について

これまでの『しんかい6500』による調査で，亀

裂は単一の地溝(東経144度31分から144度38分付

近，水深約6,060m ～6,400m) の斜面で確認され

た。堀田ほか(1992)は。上記の斜面の緩傾剖の部

分には樣ぽ爾北方向 の亀裂が普遍的に発漣してい

ると考えたが，亀裂jl全体的なプレートの曲げの

表面に生じる水平方向の引･つ張りに由来するので

あれば，同様な亀裂は他の斜面もしくは地罍卜部

や地溝底の平坦地においても確認されると考えら

れる。これを明らかにするために，今回の曳航調

査は，従来の調査地域の約７海里北側で，水深約

6,000m ～6,600m の範囲にある１つの地溝と ２つ

の地塁を横断する測線で行われた(ＤＴ－３，ＤＴ－

５：図１)。

これによって地塁の上部の平坦面に15本。斜面

のテラス上の平坦面に１本，斜面そのものに１本

の計17本の亀裂が確認された(図 ６)。堀田猛か

(1992)が指摘したように，亀裂は他の斜面もしく

は地塁卜部の平坦地にも存在する。さらに，地溝

内の平坦地でも亀裂と懋われる溝状の構造が確認

された(図４と図６)。 おそらく同様な亀裂は日

本海溝梅僑』斜面の至る所に存在するものと考えら

れる。

昴

図 ６　 地・ 鵬 面 上 の 亀 裂 の 位 置 。 窮 査 測 啼 ＤＴ － ３ と ＤＴ － ５ の デ ー タ を コ ン･彳イ ル し た 。

Ｆｉｇ， ６ Ｌｏｃａｌｉti●ｓ ｏr ｃｒａｃｋs ｐｌｏＵｅｄ on thl bathynietric profile. ccmpiled f ｒｏｍ the ｓurve ｙ

lｒａｃｋ DT-3 and  DT ― 5.
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図７　亀裂の伸長方向。主にＮＮＥ･ＳＳＷ～

ＮＥ-ＳＷとＮ-Ｓ及びNNW-SSE ～NW-

ＳＢにまとまる。

Fig. ７ Lineation ｏｆ cracks. These trend

ｍｏｓtlｙＮＮＥ･SW  to NE-SW,  N･S

oｒ NNW-SSB t4) ＮＷ-ＳＥ.

観察され た亀裂の伸長方向 は主にＮＮＢ･SSW ～

ＮＥ･SW とＮ･S及びＮＮＷ･SSS ～NW-SE にま とめら

れる(図 ７)。太平洋プ レートは，現在約９ｃｍ／ｙ｢

でＷＮＷ方向に沈 み込もう としている(Ｋｏｂａyａslli

et.al.，1992) 。 従って， 沈み込むプレート の曲げ

や引 張応力に より生 ずる弱總はＮＮＥ方向に なる。

これは亀裂か最 も集中する方向に ほぽ等 しい。Ｎ-

S方向 の亀裂は， 本 海域付近 の海溝軸 かほぼN-S

方向 であることに関 係しているかも知れない。調

査海域付近のmagnetic lineat ｉｃｎの方向 はほぽN

7{}'Ｅである(Ｎａｋａｎｉshi et al.，IS9,1990) が，

ＮＮＷ･SSE-"ヽ ･NW-SE 方向の亀裂はこ れにほぽ直

交 する( ただし1(r ～20 °異なる)。 ま た， 調 査測

線ＤＴ－4 で確認 された脈状の岩石群 の伸張方向

(N20 °Ｗ～N30*  W) は, magnetic lin ・ti・ｎ に直

交 する。これらは，ト ランスフ。－ム断層的 な要

素 も考え られる。しかし，亀裂や脯状の岩石群自

体はごく表層の現象であり，ト ランスフ,t－ ム断

層 の直接 の痕跡とは考えにくい。 また，堆秘度や

壁面の鋭利 さより判断 したところ，ほぼ等 しい伸

長方向を持つ亀裂で もその古 さは異なると考えら

れる。以上より，これらの亀裂は沈み込むプレ ー

ト の曲げによる表層の引張応力 に由来 し，場合に

お

よっては過去にプレ ートに刻ま れた弱線が再稼働

して形成 されたと考え るのが妥当であ る。 また，

ほぼ等しい伸長方向を持つ亀裂でも古 さか異な る

とすれば， 亀裂が比較的最近に形成され，海溝 釉

に近づくにっれその本数が増え る可能性を示唆 す

る。実際図 ６をみると，海溝粭 に近い地Ｓ Ｅ部 の

方が遠いそ れと比較 して亀裂の密度が高いようで

ある。おそ らくより海溝軸に近 い海底 面では，多

くの( そしておそ らくより大規模な) 亀 裂が存在

するこ とが予想される。

亀裂 の伸長方向を海底地形(Ｋｏｂａyａｓhi，1991)

と比較 して みると，伸長方向 が周囲 の徼地形を反

映してい る･ことが分か る( 図 ８) 。 これは 地形 と

亀裂か( どちらか先か はと もかく して) ， 等 しい

由来 を持つ こ とを 意 味 して い ると 思 わ れ る。

Ｋｏｂａyａｓhi et al.(1991)によると，８本海溝北部

の海側斜面の断崖は日本海溝 と千島海溝(NE-SE

の伸長方向 を持つ) の海溝軸及び過去 のト ランス

フォーム断層の方向 にほぼ等 しい ３方向を持つ。

図 ８　 海 底地 形 図(Ｋｏｂａyｓhi，1991) 上 の 亀

裂 の 位置 と 伸長 方向 。 亀 裂 の 伸 長 方 向

は 周囲 の 海 底地 形を 反 映 し てい る 。

Fig. ８　Localities  and  lineation  of cracks

plottｅｄ ｃｎ the bathymetric  map.

lt is Appeared lhat the linealion

reflectthetopography.  Thebathy

ｍｅｌｒｙ is after Kobayashi (1991)｡
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前述のように，これは亀裂においてもほぽ同様で

ある。従って，地形を規制する要因が，沈み込み

つつあるスラブによるプレート表層の引張応力と。

退去にプレートに刻まれたトランスフｉ －ム断層

にあるという考え方は( 藤岡，19e5 ； Cadet et

al.｡1 慥7 ； Kobayashi et aL ，1991) ，亀裂の

方向からも支持される。

亀裂の多くは，地形的変化の乏しいところで認

められるが，いくっかの亀裂は地溝底と壁面の境

界部を除く地形の凹の変曲線付近に存在する( 図

２と図４及び図 ６：断面図上では変曲点) 。堀田

ほか(1992)は，亀裂を確認した３回の潜航で，亀

裂が急斜面と急斜面の問の緩傾斜地もしくはテラ

スの部分( 双方とも凹の変曲線を含む) に発達す

るのを確認し，これらが海底地滑りの頤の部分で

ある可能性を考えた。凹 の変曲線4こ存在する亀裂

は，おそらくこのような性質を持つ亀裂であろう。

桔局，日本海涓海側斜面で観察した海底の亀裂

は，その成因に基づいて以下の３種類に分類でき

ると考えられる。1)海洋プレートの沈み込みによ

る表層の引張応力場で，これに直接由来する弱線

上に形成された亀裂,2)海洋プレートの沈み込み

によるス１レスで。過去にプレートや堆積物に刻

まれた弱線が再線働して表層に伝わり生じた亀裂，

3)急崖付近で上記の２種類の亀裂より変化した

( もしくはそれらの基になる弱線が稼働して生じ

た)海底地滑りの頭としての亀裂である。このよ

うな亀裂は沈み込みかけたプレートのごく表層部

におそらく普遍的に存在するものであろう。今後，

亀裂の調査はこのような観点から行う必要性かあ

る。
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写 真 １　 開 口 亀 裂 。 亀 裂 の 蚶 は40 ～50cm 。

綢 査 溂 線 Ｄ？-  3 (13NM& 分22 秒 ）

Ｐｈｏtｃ ｊ Ｏｐｅｎ ≪r≪ck. ？ｈｅｃｒ8cki ｓ46･50

cm  in  width.  Photo a113:48:

22 1n the survey (rack DT-3.

写 真 ３　 海 底 よ り 突 き出 た隈 坎 の 岩 石 群 。

板 状 の鍼 がは っきり 観 察 され る 。 調

査 測繃ＤＴ－ ４【 】３畴55 分 】4秒)

Photo ３　Ｄyke- 】ike? rocks. Ｄyke ｓ are

obviously seen. Photo ａt 13 :

55 : 11 1n the sｕｒｖｅｙ track DT-

Proc. JAMSTEC Synrip. Ｄ･ep Sea Res. (1993)

写真 ２ 海 底よ り突 き出 た脈状 の岩 石 群 。 こ

れ ら の伸張 方向 はN20' Ｗ～N3(r Ｗ 。

調 査測 轢ＤＴ－ ４( １３畤416分14 秒)

Photo ２　Dyke-like rocks. Ｔｈｅｓ● rocks

trend N20*W to N30t Ｐｈｏ沁 ａt

13 : 46 : 14 1n lhe survey t ｒａｃｋ

DT-  4.

写 真 ４　 腕 の よ う な 器 官 を も ち 平 泳 ぎ を 行 う

生 物 。 こ れ11 節 足 助 物 門 の ウ ミ グ モ

の 仲 間 で あ る 。 喟 査 薦 線DT ―4(15

時24 分22 秒 ）

Ｐｈｏt4）４　An organism ’bｒea ｓtｓlｒｏｋｅｒ“

belonging to pycnogonid.

Photo  at  15:24:22 1n the

sｕrｖｅy track  DT-  4.
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写真 ５　 グ ラ ーベ ン狄 の 魯裂 。壁 面 に テ フ ラ

と思 われ る溽 い 白色 の鍵層 が 観 察 さ

れる 。調査 測 總Ｄ？－５（９畤59 分54

秒 ）

Ｐｈｏ１０ ５　Graben-like gash.  Note ａ

ｗhite thin bed in the wall.

This ｂｅｄ ｍａｙ be fo ｒmed by

tephra.  Photo a1 9 : 59 : 54

1n the ｓｕrveｙ track DT-5.

写 真 ７　 白 色 で 螺 旋 状 の ヤ ギ 頡 。 調 査 測 線

ＤＴ －６（１５吻59 分29秒 ）

Ｐｈｏto 7　Whit ｅ ｃｏ１１･like gorgonian.

Photo ａt 15 ； 59 : 29 1n the

survey track DT- 6 ｡

写瀉６　多くの礫がみられる誨底面。調査測

繃ＤＴ－５【１０畤53分】8秒）

Photo ６　Many gravel ｏｎ the ｓea bed.

Ｐｈｏto a1 10 : 53 ； 18 1n lhe

survey tｒａｃｋ DT-  5 .

Proc. JAMSTEC Symp. Deep Ｓｇａ Res. (1&93)
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